
7令 和 7 年 8 月

縮 尺 ( A 1 ) ： 図 示

西の須橋橋梁補修工事

全 7 葉

鳴 門 市 都 市 建 設 部 土 木 課

令 和 年 度

第 号図面番号 図面総数

工事名称

製作年月 所 属 年 度

図名

係員

照査設計・製図係 員副課長課長 係 長

S=1:100補修一般図
西の須橋

断面図 S=1:20

300 2000 300

2600

1
0
0

1
0
0コンクリート床版(舗装含)t=190mm

6001400600

9
0

7
0
0

4
0

2
9
0

8
5
0

3
0 6
0

9 0

G1 G2

塗替塗装工、主桁あて板補修
(鋼部材)

塗替塗装工

断面修復工、ひびわれ注入工
(床版部)

防護柵取替工
C種

防護柵取替工
C種

1
1
0
0

平面図

WL 600500

5
0
0 9
0

9
0

5
0
0

1 200570

6
0
0

1
4
0
0

6
0
0

2
6
0
0

起点側 終点側

側面図

A1 A2

塗替塗装工、主桁あて板補修
(鋼部材)

断面修復工、ひびわれ注入工
(床版部)

防護柵取替工
C種

防護柵取替工
C種

防護柵取替工
C種

20

橋長 L=26700

桁長 L=26660

200 支間長 L=26260 200

20

20 桁長 L=26660 20

200 支間長 L=26260 200

橋長 L=26700

3
0
0

2
0
0
0

3
0
0

2
6
0
0

M F

7
0
0 3
3
0

1
0
3
0

起点側 終点側

逆T式橋台

不明

桁 長

総 幅 員

基 礎 工 形 式

下 部 工 形 式

26.60m

橋 梁 諸 元

2.60m

無し

所 在 地 徳島県鳴門市大津町大代大道

橋 梁 名 称 西の須橋

路 線 名 大代西ノ須3号線

2.00m有 効 幅 員

管 轄 徳島県鳴門市

橋 長 26.70m

鋼溶接橋 I桁(非合成)上 部 工 形 式

適 用 示 方 書

架 設 年 度

添 架 物

不明設 計 荷 重

90°00'00"斜 角

不明

1970年

交 差 物 件 吉野川水系一級河川 大代谷川

塗替塗装工塗替塗装工

補修一般図
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7令 和 7 年 8 月

縮 尺 ( A 1 ) ： 図 示

西の須橋橋梁補修工事

全 7 葉

鳴 門 市 都 市 建 設 部 土 木 課

令 和 年 度

第 号図面番号 図面総数

工事名称

製作年月 所 属 年 度

図名

係員

照査設計・製図係 員副課長課長 係 長

S=1:100現況構造一般図
西の須橋

300 2000 300

2600

1
0
0

1
0
0

コンクリート床版(舗装含)t=190mm

6001400600

9
0

7
0
0

4
0

2
9
0

8
5
0

3
0 6
0

主桁 H-700x300x13x24
N=2中間横桁 [-300x90x9

N=4

端横桁 [-300x90x9
N=2

90

アンカーボルト
φ25mm

補剛材 PL90x9x652

PL180x9x230
N=4

G1 G2

断面図 S=1:20

平面図

WL

2
6
0
0

2
0
0
0

3
0
0

3
0
0

2 0 桁長 26660 20

橋長 26700

20 桁長 26660 20

橋長 26700

200 支間 26260 200

支承・線支承
220x410(固定)
アンカーボルトφ25mm
敷モルタルt=30mm

支承・線支承
220x410(可動)
アンカーボルトφ25mm
敷モルタルt=30mm

600500

5
0
0 9
0

9
0

5
0
0

1 200600

起点側 終点側

横構L-75x75x9
L=1.78m N=20

中間横桁[-300x90x9
L=1.37m N=4

端横桁[-300x90x9
L=1.37m N=2

PL-200x9x400
N=21

主桁 H-700x300x13x24
L=26.6m N=2

6
0
0

1
4
0
0

6
0
0

2
6
0
0

起点側 終点側

側面図

A1 A2

逆T式橋台

不明

桁 長

総 幅 員

基 礎 工 形 式

下 部 工 形 式

26.60m

橋 梁 諸 元

2.60m

無し

所 在 地 徳島県鳴門市大津町大代大道

橋 梁 名 称 西の須橋

路 線 名 大代西ノ須3号線

2.00m有 効 幅 員

管 轄 徳島県鳴門市

橋 長 26.64m

鋼溶接橋 I桁(非合成)上 部 工 形 式

適 用 示 方 書

架 設 年 度

添 架 物

不明設 計 荷 重

90°00'00"斜 角

不明

1970年

交 差 物 件 吉野川水系一級河川 大代谷川

補 修 履 歴 2009年：木津野松村線舗装改良工事

2013年：定期点検(点検履歴)

※アンカーボルトの埋め込み長は推測による。

平面図

線支承 S=1:10

正面図

2
0
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2 00

20 80 210 80 20

410

7
0

8
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7
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2
2
0

6 0 290 60

410

5
0
6
0
3
0

1
4
0 現況構造一般図
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7令 和 7 年 8 月

縮 尺 ( A 1 ) ： 図 示

西の須橋橋梁補修工事

全 7 葉

鳴 門 市 都 市 建 設 部 土 木 課

令 和 年 度

第 号図面番号 図面総数

工事名称

製作年月 所 属 年 度

図名

係員

照査設計・製図係 員副課長課長 係 長

S=1:50

西の須橋

エポキシ樹脂にて接着

注入座金

ひび割れ注入用インジェクター

（300mm Pitch）

樹脂注入口

エポキシ樹脂注入材を充填

ひびわれ注入詳細図

ひびわれ注入工施工フロー

開 始

ひび割れ部の清掃

ひび割れ面シール

注 入

パイプ撤去

シール材撤去

終 了

注入用パイプセット

ひび割れ調査

パイプ間隔確認

シール材の養生

注入量の確認・養生

起点側 終点側

床版下面

1 断面修復工
0.30x0.05

2 断面修復工
0.10x0.10

地覆

地覆

5 ひびわれ注入工
0.25mm×0.20m

19 断面修復工
0.05x0.05

18 断面修復工
2.00x0.20

20 断面修復工
0.40x1.40

3 断面修復工
0.05x0.05x2

4 断面修復工
0.20x1.40

5 断面修復工
0.50x0.60

3 ひびわれ注入工
0.20mm×1.20m

4 ひびわれ注入工
0.2mm×0.80m

12 断面修復工
0.40x0.0510 断面修復工

0.10x0.70x2

9 断面修復工
0.10x1.20

16 断面修復工
0.60x0.0514 断面修復工

0.60x0.05x3

15 断面修復工
0.05x0.05

17 断面修復工
0.20x0.05

1 ひびわれ注入工
0.2mm×0.40m

2 ひびわれ注入工
0.5mm×0.10m

6 断面修復工
0.10x0.30

8 断面修復工
0.05x0.05x4

11 断面修復工
0.60x0.20

7 断面修復工
0.10x0.05x5

13 断面修復工
0.30x0.05

橋 面

※現地実測の上，数量を確定すること。

断面修復工

ひびわれ注入工

ひびわれ幅
(mm)

0.20

補修延長
(m)

0.40

No.

1

2

3

4

0.50 0.10

0.20 1.20

0.20 0.80

NO.

1
2
3
4
5
6
7
8
9

補修面積
(m2)
0.02
0.01
0.01
0.28
0.30
0.03
0.03
0.01
0.12

NO.

11
12
13
14
15
16
17
18
19

補修面積
(m2)
0.12
0.02
0.02
0.09
0.00
0.03
0.01
0.40
0.00

5 0.25 0.20

補修詳細図

補修詳細図

3

断面修復材による増し厚
（ポリマーセメントモルタル）

〔かぶり厚が小さい場合〕

補修部から
5cm程度で摺付

※ 使用する材料の仕様に基づいて施工すること。
※ 補修部縁端は、フェザーエッジが生じないようにカッターで切れ込みを入れること。
※ 鉄筋のかぶり厚が薄い場合は、ポリマーセメントモルタルで10mm以上は確保するように盛って擦り付ける形で

断面修復を行うこと。施工時の番線等の残鉄は可能な限り撤去して断面修復すること。
※ はつり深さは適宜調整するものとし、脆弱部は完全に除去して充填を行うこと。
※ 鉄筋がある場合は、既設鉄筋の背面、既設部材の粗骨材寸法程度まで除去する。（10～20mm程度）
※ 豆板部で粗骨材が露出している部分においては脆弱部ははつり取り、健全部を露出して

ポリマーセメントモルタル等を塗布や充填して復旧すること。
※ はつりを行い、鉄筋が確認された場合は錆を除去した後、鉄筋防錆材を塗布すること。

＋
1
0
m
m
程

度
か

ぶ
り

厚
＋

鉄
筋

径

カッター入れ
（10mm程度）

カッター入れ
（10mm程度）

断面修復材
（ポリマーセメントモルタル）

プライマー塗布

鉄筋防錆材塗布(既設鉄筋ケレン後)

サビが鉄筋の裏面まで達する場合は
ケレン処理が可能な深さまではつり取る。

1
c
m
程

度

断面修復工詳細図

損傷 補修工法

ひび割れ幅0.2mm未満 －

ひび割れ幅0.2mm以上1.0mm未満 ひび割れ注入工

遊離石灰 ひび割れ充填工

剥離・鉄筋露出 断面修復工

うき・豆板 断面修復工

《補修工法一覧表》

ひび割れ幅1.0mm以上 ひび割れ充填工

水切り詳細図 S=1:1

2
0

新設水切り
ウォーターカッター同等品以上

25

50

桁長 26660

橋長 26700

水切り設置位置図 S=1:100

水切り設置延長 26660

水切り設置延長 26660

表面処理

接着剤塗布

水切り設置

素地乾燥確認

施工手順

硬化養生

注1)水切りと床版の接着性、施工性、水切り機能を確保する
ため、床版の端から50mm程度の余裕しろを確保すること。

10 0.14 20 0.56



7令 和 7 年 8 月

縮 尺 ( A 1 ) ： 図 示

西の須橋橋梁補修工事

全 7 葉

鳴 門 市 都 市 建 設 部 土 木 課

令 和 年 度

第 号図面番号 図面総数

工事名称

製作年月 所 属 年 度

図名

係員

照査設計・製図係 員副課長課長 係 長

補剛材図(支点部) S=1:20

PL180x9x230

[-300x90x9x13

主桁G1・G2(補剛材)
腐食 断面減少

補剛材 PL90x9x652

7
0
0

1
0
0

<
1
7
0
>

1
0
0
(
1
3
0
)

外 側 内 側

主桁補修構造図

西の須橋

支点部補剛材補修寸法表(mm)

内 側

G2

G1

G1

G2

A1橋台

A2橋台

外 側

90x100

90x100

90x100

90x100

90x100

90x100

90x170

90x130

当て板補修図 S=1:10

4
0

7
5

7
5

1
4
6

3
3
6

1 80

1-PL 180x9x230(SS41)
(既設)

3-TCB M22x75(S10T)
(既設孔使用)

1-L 125x90x10x336(SS400)
1-PL 74x9x100(SM400A)
1-PL 80x9x336(SM400A)

3-TCB M22x70(S10T)

1-L 125x90x10x336(SS400)

3-TCB M22x70(S10T)

外 側 内 側

1-[ 300x90x9x13(SS41)
(既設)

1-H 700x300x13x24(既設主桁)

1-PL 180x9x230(SM400A)
(既設)

外 側

内 側

92109

200

38 87

125 9
9

<
1
7
0
>

1
0
0
(
1
3
0
)

1
4
6

7
5

7
5

4
0

3
3
6

4
0

7
5

1
6

3
0
0

3
3
6

6
5
2

1 -[ 300x90x9x13(SS41)
(既設)

1-H 700x300x13x24(既設主桁)

3-TCB M22x65(S10T)

7
5

1
4
6

φ24.5孔87 38

125

3
3
6

φ24.5孔

1
2
6

7
5

7
5

4
0

3
1
6

3 852

90

2
0

支点部

4
0

7
5

7
5

1
4
6

3
8
5
2

5
2
3
8

9
0

1
3

9
0

3 8 52 52 38

90 13 90

8738

125

200

109 87

71 125

196 4.51-L 125x90x10x336(SS400)

3-TCB M22x70(S10T)

8-L 125x90x10x336(SS400)

12-TCB M22x70(S10T)

12-TCB M22x75(S10T)

※ボルト用孔明け(φ24.5)
N=(3+2)x4=20

※ボルトナット(M22)撤去
N=3x4=12

※全ての補修部材の寸法は、現橋部材を計測してから決定すること。

※エポキシ樹脂充填材による不陸調整の厚さは、パテ処理平均6mmを想定する。

※素地調整は2種ケレンとし、素地面に浮き錆が残らないように入念にする。

※パテ処理材料は、塗装との付着性に問題のない材料を使用する。

※補剛材の断面減少部は、当て板補修に伴うエポキシ樹脂材にて不陸調整する。

※エポキシ樹脂充填材
・A1橋台(平均厚t=6mm)

A=0.090x0.100x4=0.036m2

・A2橋台(平均厚t=6mm)
A=0.090x0.100x2+0.090x0.130+0.090x0.170
=0.045m2

・合計(充填平均厚t=6mm)
=0.036+0.045=0.081m2

<
1
7
0
>

1
0
0
(
1
3
0
)

A部

3
3
6

3
3
6

φ24.5孔

4
0

7
5

7
5

1
4
6

1
4
6

7
5

7
5

4
0

3
3
6

1 -L 125x90x10x336(SS400)
1-PL 80x9x336(SM400A)

1-PL 74x9x100(SM400A)

補剛材補修図

側面図 正面図

平面図

1-L 125x90x10x336
(SS400)

1-PL 80x9x336
(SM400A)

4-PL 74x9x100(SM400A)

1
0
0

1-PL 80x9x336(SM400A) 1-L 125x90x10x336(SS400)1-PL 74x9x100(SM400A)

当て板補修材

12-TCB M22x65(S10T)

B部

1
2
5

90

B部詳細

面取り6mm
(溶接代)

74

42 38

80

1-PL 74x9x100(SM400A)

3-TCB M22x75(S10T)

8-PL 80x9x336(SM400A)

※全4箇所当たり数量

1
0
0

3
3
6

8 0

74

PL 80x9x336
(SM400A)

PL 74x9x100
(SM400A)

FILLER-PL

※フィラープレートは、当て板に工場でスミ肉(6mm)溶接する。

3-TCB M22x65(S10T)

1-PL 80x9x336(SM400A)
1-L 125x90x10x336(SS400)

3-TCB M22x75(S10T)
(既設孔使用)

1-PL 80x9x336(SM400A)

1-PL 180x9x230(SS41)
(既設)

1-PL 90x9x652(SS41)
(既設補剛材)

エポキシ樹脂充填材

R=
20

R=
20

R=
20

FILLER-PL取付

施工手順

開始

足場設置

現地計測-寸法確認

ボルト用孔明け

あて板処理

清掃-素地調整

部分防食工

塗装RC-Ⅱ(有機ｼﾞﾝｸ)

工場製作

グラインダー仕上げ

足場撤去

終了

防食下地

有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ

凹凸処理

パテ処理工

※再塗装に合わせて実施する場合は、塗装足場と兼用する。

局部当て板補修対策

A1・A2支点補剛材

6

6

6

6

支間 26200

1
4
0
0 G1

G2

補修位置

A1 A2補修位置

補修位置

マーク図

補修位置

エポキシ樹脂充填
t=3mm+3mm=6mm

10
9
9

断面減少
片面平均t=3mm

当て板材
L-125x90x10

補剛材
PL-90x9

A部詳細

当て板材
PL-80x9

主桁補修構造図

4

塗装工程

素地調整

下 塗 有機ジンクリッチペイント

下 塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

下 塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

中 塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

上 塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

(g/m2)
使用量

600

200

200

140

120

塗装間隔

塗膜剥離剤＋2種ケレン

塗料名

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

（Rc-Ⅱ塗装系）仕様一覧



7令 和 7 年 8 月

縮 尺 ( A 1 ) ： 図 示

西の須橋橋梁補修工事

全 7 葉

鳴 門 市 都 市 建 設 部 土 木 課

令 和 年 度

第 号図面番号 図面総数

工事名称

製作年月 所 属 年 度

図名

係員

照査設計・製図係 員副課長課長 係 長

防護柵取替構造図(その1) S=1:100

平面図

20 桁長 26600 20

橋長 26640

終点側起点側

500 1000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 1600 1000 500

防護柵割付長 26600

500 1000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 1600 1000 500

防護柵割付長 26600

ガードレール支柱位置

ガードレール支柱位置

WL

20 桁長 26600 20

橋長 26640

200 支間 26200 206

6005001200600

起点側 終点側

取壊支柱φ114

300 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2000 2150 250

既設防護柵撤去延長 26700

側面図

3
0
0

2
0
0
0

3
0
0

2
6
0
0

既設防護柵撤去 支柱部詳細図

平面図

コンクリートはつり（t=30mm）

コンクリートはつり（t=30mm）

無収縮モルタル

S=1:5

断面図

2
0
0

3
0
0

カッター切断

無収縮モルタル

φ114

300

既設防護柵支柱（埋殺し）
φ114

300

既設防護柵支柱（埋殺し）

西の須橋

防護柵取替構造図(その1)

5



7令 和 7 年 8 月
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西の須橋橋梁補修工事
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鳴 門 市 都 市 建 設 部 土 木 課

令 和 年 度

第 号図面番号 図面総数

工事名称

製作年月 所 属 年 度

図名

係員

照査設計・製図係 員副課長課長 係 長

防護柵取替構造図(その2) S=1:15

支 柱

5
0
0

1
7
5

3
5
0

1
0
0
0

5
0
0

2
5
0

1
6

141

84 ボルト M20×145

ケミカルアンカー R-22N

M22（埋込長 L=250）

1
0
0

6
0
0

5
0
0

150150

300

1
1
0
0

支柱 φ114.3×4.5袖ビーム

組 立 図

2000500 2000

150 ビーム 2.3×350×50ボルト M16×35

2000

ボルト M12×25 笠木 -3.2×150×50 ボルト M16×35

@20001000

70

6-22×40長穴

2000

4330

2
0
0

50

100r

4
5°

t=2.3

3
5
6

500

660

160 46

2
1
9

2004-18×24長穴

70 200

170

6-18×24長穴

60200

1602000

200

2-18×24長穴

板厚 t=2.3

3
5
0

2
1
9

50

袖ビーム ビームS=1:10 S=1:10

100100 100

1-22×50長穴

50

300

3
1

ブラケット

200

4
.
5

50

2-22×28長穴

3
5

7
0

3
5

M12×25

1335833 3.2

1
6

145

取付ボルト

3
4
.
6

M16×35

3
3

30

3.2

13

M20×145

2
2

4
0

2
0

3
4
.
6

2
7
.
7

3.2

4
0

1
8

35

2
2

16

2.3259

2
410

1
4

S=1:3

S=1:3

1
2
5

1
2
5

170

250

2
5
0

125125

1
7
0

6

125

1
6

250

125

1
0

ベースプレート詳細

4-φ28

PL-16×250×250

7
5

7
5

-3.2×150×50×3998

1800

4-14φ

99 1800 200

3998

笠木

99

3
.
2

50

3
.
2

1
5
0

S=1:6

4
0

4
0

40 40

S=1:6

西の須橋

防護柵取替構造図(その2)

6



7令 和 7 年 8 月

縮 尺 ( A 1 ) ： 図 示

西の須橋橋梁補修工事
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